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新潟県電気工事工業組合

『東京 2020
オリンピック  

聖火リレー』
撮影場所／柏崎市東本町通り
撮影日／令和 3年 6月 4日

【コメント】
　57 年ぶりとなる東京 2020 オリンピックの開催が、
このコロナ禍でいよいよ実現実を帯びてきたなかで、3月 26 日に福島県を出発した聖火リ
レーが、121 日間かけて全国各地を巡り、とうとう我が町、柏崎市にもやってきました。
　当日は残念なことに降りしきる雨の中でしたが、市内では 15 人のランナーがそれぞれの思
いを胸に聖火をリレーしました。聖火リレーコースの道路では、先導車やバス、スポンサー
の PR用大型車など、華やかな雰囲気でパレードを見ているようでした。
　今回、当工事店前の道路が聖火リレーのコースとなり、沿道では社員が総出で応援しまし
た。東京 2020 オリンピック大会の成功を、心より願って止みません。

撮影者／新潟県電気工事工業組合　柏崎支部　丸万電機株式会社　関　雅生　氏
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　当工組の令和 3年度第 73 回通常総代会は、去る 6月 3日（木）ANAクラウンプラザホテル

新潟において、総代 100 名中 76 名（うち委任状 38 名）が出席して開催され、令和 2年度事業

報告並びに収支決算、令和 3年度事業計画（案）並びに収支予算（案）等について審議可決し

たのち、任期満了に伴う役員改選では理事・監事を選任、総代会終了後に開催された理事会に

おいて理事長に横田良英氏を選定しました。今年度の通常総代会並びに政治連盟評議員会は、

新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催規模を縮小し、昨年度に引き続き、総代会同日開

催の表彰式並びに懇親パーティーは中止となりました。

第 73 回通常総代会
横田新理事長を選定

―生き甲斐と誇りをもって働ける力強い業界を目指し事業を推進―

　総代会は、服部事務局長の司会で開会し、出

席総代数の報告が行われたのち、令和 2年度に

物故された 5名の組合員に哀悼の意を表して黙

祷を捧げました。

　次に、小林理事長より開会の挨拶が行われた

のち、議長団の選出に移り、議長に長岡支部・

㈱宮下電設・宮下嘉克氏、副議長に新津支部・

㈱デンコー・渡邉正志氏、同じく副議長に十日

町支部・㈲柳電機商会・柳貢氏を選出して直ち

に議事に入りました。

〔第 1号議案〕

令和2年度事業報告並びに決算関係書類承認の件

（事業報告）

　事業活動の概要、並びに総務委員会関係、経

営企画推進委員会関係、技術委員会関係、引込

線事業委員会関係の各事業委員会関係、及び青

年部関係の主な事業の実施状況等について報告

が行われました。

（収支決算）

　令和 2年度の収支決算は、総収益 2億 8,762

万円、総費用 2億 8,267 万円で、当期純利益 365

万円の実績となり、当期未処分剰余金 4,363 万

円のうち利益準備金、特別積立金を各々 37 万

円、並びに全国大会積立金を 150 万円、青年部

40 周年事業積立金を 50 万円、IT推進費積立金

議　長　団横田新理事長　就任挨拶
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を 100 万円とする等、次期繰越剰余金を 3,919

万円とする剰余金処分案を承認しました。

〔第 2号議案〕

令和 3年度事業計画（案）並びに収支予算（案）

決定の件

（事業計画）

　組合員の真のニーズに応え、魅力ある業界を

目指すための事業計画として、各事業委員会の

重点施策等について説明が行われました。

（収支予算）

　効率的な事業運営に努め、令和 2年度予算に

比べて 297 万円減額の 3億 1,893 万円の予算編

成の説明が行われ、原案どおり承認しました。

〔第 3号議案〕

令和 3年度賦課金並びに徴収方法決定の件

　原案どおり承認しました。

〔第 4号議案〕

役員報酬限度額決定の件

　理事 950 万円、監事 50 万円を承認しました。

〔第 5号議案〕

借入金残高最高限度額決定の件

　5,000 万円を承認しました。

〔第 6号議案〕

任期満了に伴う理事並びに監事選任の件

　別掲のとおり新役員を選任し、総代会は終了

しました。

　続いて、新理事・新監事による理事会が開催

され、理事長、副理事長、常務理事の選定が行

われ、横田良英氏が理事長に、吉田徳治氏・宮

下嘉克氏・水嶋光彦氏が副理事長にそれぞれ選

定されました。

■新役員名簿

【理 事 長】横田　良英（柏崎支部）

【副理事長】吉田　徳治（新潟支部）

宮下　嘉克（長岡支部）

水嶋　光彦（上越支部）

【常務理事】斎藤　　賢（新潟支部）

工藤　健生（村上支部）

遠藤　利行（新発田支部）

渡邉　正志（新津支部）

本間　好夫（三条支部）

原田　和広（燕支部）

藤澤　博忠（小千谷支部）

関　　雅生（柏崎支部）

横山　弘文（魚沼支部）

柳　　　貢（十日町支部）

中務　　浩（佐渡支部）

【理　　事】渡邉　重夫（新潟支部）

森山　隆吉（新潟支部）

小田　永人（村上支部）

磯岡　　洋（新発田支部）

小川　邦之（新津支部）

大方　　一（三条支部）

星野　泰助（燕支部）

小越　　隆（長岡支部）

早川　一仁（長岡支部）

星野　宗高（小千谷支部）

梨本　栄一（上越支部）

富山　　洋（魚沼支部）

志賀　幸夫（十日町支部）

石井　和弘（佐渡支部）

小林　　功（上越支部）

荻荘　陽一（青年部）

服部　芳和（電気工事組合）

【監　　事】星　　邦彦（新潟支部）

井口　庄蔵（長岡支部）

竹内　一敏（上越支部）
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　続いて、総代会会場にて理事会の結果報告が

行われ、この度理事長を退任される小林理事長

より「私もお陰をもちまして、約 15 年間の理事

長の大任を全うすることができた。この間皆様

方から多大なお力添えをいただき深く感謝申し

上げる。私が青年部に入会し組合活動に参加す

るようになってから約 33 年となるが、この間、

組合の偉大な諸先輩方から色々とご指導ご鞭撻

をいただき、素晴らしい思い出になっている。

また、役員就任後も全国の先進工組への視察研

修など色々と勉強させていただき、模範となる

部分を取り入れ新潟県工組の発展に尽力してき

た。今後も横田新理事長のもと、皆様方で力を

合わせて業界と組合発展のため頑張っていただ

きたい。」と理事長退任挨拶が行われました。

　続いて、横田新理事長より「只今の理事会で

理事長の大任を仰せつかり、身に余る光栄であ

る。この重責を一歩一歩踏みしめながら、職務

に専念いたす所存であるので、皆様方からの一

層のお力添え、ご支援をお願い申し上げる。昨

今のコロナウイルス感染症の脅威により、社会

様式や一人一人の行動変容が求められており、

組合も変化に対応した新たな事業に取り組ん

でいく必要があると考えている。組合として

地に足のついた事業を推し進め、電気工事業界

で働く人たちが生き甲斐と誇りをもって働ける

力強い業界を目指し、更に信頼され進化し続け

る工組を目指していきたい。また、このたび退

任される役員の皆様には、長きに亘り組合の発

展にご尽力をいただき深く感謝申し上げますと

共に、皆様方が築かれた功績をしっかりと継承

し、今後努力してまいりたい。」と理事長就任

挨拶が行われました。

　引き続き事務局より、この度退任される 8名

の役員の紹介が行われました。

■退任役員　丸山　正孝氏（新発田支部）

齊藤　　隆氏（長岡支部）

山本　　進氏（小千谷支部）

猪俣　光夫氏（小千谷支部）

本山　秀樹氏（上越支部）

山本　淳一氏（魚沼支部）

富井　繁雄氏（十日町支部）

大島　　博氏（青年部）

　退任役員を

代表して齊藤

隆氏より退任

挨拶が行われ

たのち、通常

総代会、理事

会は終了しま

した。

小林理事長　理事長退任挨拶

退任役員挨拶

総代会会場
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　例年、総代会同日開催の表彰式は、新型コロ
ナウイルス感染拡大防止のため中止となり、各
表彰受彰者の皆様方には所属支部を通じ、表彰
状、記念品をお渡しいたしました。令和 3 年度
組合表彰等の受彰者数は次のとおりです。

〔組合表彰〕
▼電気関係業務永年従事者
　（満 70 才以上の電気功労者）表彰＝ 21 名
▼役員永年勤続者表彰＝ 5 名
▼優良従業員永年勤続者表彰
　・満 10 年表彰＝ 9 名
　・満 20 年表彰＝ 14 名
　・満 30 年以上表彰＝ 21 名

〔上部団体表彰〕
▼全日本電気工事業工業組合連合会会長表彰
　⑴　役員の部＝ 1 名
　⑵　職員の部＝ 1 名
▼東北七県電気工事組合連合会理事長表彰
　⑴　指導功労者＝ 1 名
　⑵　優良従業員および組合優良職員＝ 7 名

令和 3年度　組合表彰等受彰者

第 41 回通常評議員会
　続いて、新潟県電気工事工業組合政治連盟第
41 回通常評議員会が、評議員 100 名中 76 名（う
ち委任状 38 名）が出席して開催されました。
　評議員会は、本山秀樹幹事長の司会で開会し、
出席評議員数の報告が行われたのち、小林会長
より開会挨拶が行われました。
　続いて、議長に長岡支部・㈱宮下電設・宮下
嘉克氏を選出して議事に入りました。

〔第 1号議案〕
令和 2 年度事業報告書、財産目録、貸借対照表、
収支計算書及び繰越金承認の件
〔第 2号議案〕
令和 3 年度事業計画（案）並びに収支予算（案）
決定の件
〔第 3号議案〕
規約一部変更の件
〔第 4号議案〕
任期満了に伴う会長、副会長、幹事長、幹事並
びに会計監査選任の件

　以上 4 議案は原案どおり可決承認し、本日の
議案は全て終了しました。

新潟県電気工事工業組合政治連盟
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各事業委員会等役員決まる
　県本部の第 3 回理事会は、去る 6 月 22 日（火）、ホテル日航新潟において理事 30 名、監事 3 名出席
のもと開催され、〔第 1 号議案〕新規加入組合員承認の件、〔第 2 号議案〕各事業委員会の編成・委嘱
の件について審議が行われました。各事業委員会の編成では、組合の対外的な情報発信力の強化並び
に更なるＩＴ化の推進を図るため、「広報・ＩＴ委員会」が新設されました。
　続いて各事業委員会にわかれて第 1 回委員会を開催し、理事会は閉会しました。
　各事業委員会の設置・編成は次のとおり。

令和３年度　役職・委員会名簿

理 事 長 横田良英（柏）（統括・財務・引込）
副理事長 吉田徳治（新）（総務・広報 IT）
副理事長 宮下嘉克（長）（経営企画）
副理事長 水嶋光彦（上）（技術・青年部）

議　　長　　 早川一仁（長） 監　事 星　邦彦（新）
副 議 長 本間好夫（三） 監　事 井口庄蔵（長）

監　事 竹内一敏（上）

引込線事業部 統括管理者 理　事 　原田和広（燕）
調査事業部 管理統括責任者 理　事 ☆服部芳和（本）

委員会名 委員長名 副委員長名 委　員　名

事

　
　業

　
　委

　
　員

　
　会

総 務 委 員 会 中務　浩（佐） 早川一仁（長）
渡邉重夫（新） 本間好夫（三）
藤澤博忠（小） 柳　　貢（十）

（理）品田史夫（柏）

経営企画推進委員会 関　雅生（柏） 横山弘文（魚）
森山隆吉（新） 大方　一（三）
星野宗高（小）（青）荻荘陽一（新）

（理）齊藤卓也（長）

広 報・IT 委 員 会 星野泰助（燕） 渡邉正志（津）
小田永人（村） 磯岡　洋（発）
富山　洋（魚） 志賀幸夫（十）

技 術 委 員 会 梨本栄一（上） 工藤健生（村）
斎藤　賢（新） 小川邦之（津）
小越　隆（長） 石井和弘（佐）

（理）楠　貞雄（三）

引 込 線 事 業 委 員 会 原田和広（燕） 遠藤利行（発）

三役
直轄 県工組タスクフォース 品田史夫（柏）

星野泰助（燕）
齊藤卓也（長）

注：氏名前の（青）は青年部理事、☆は員外理事、（理）は理事長推薦
注：氏名後の（新）は新潟支部、（村）は村上支部、（発）は新発田支部、（津）は新津支部、（三）は三条支部、（燕）は燕支部、 （長）は長岡支部
     （小）は小千谷支部、（柏）は柏崎支部、（上）は上越支部、（魚）は魚沼支部、（十）は十日町支部、（佐）は佐渡支部、（本）は県本部

県本部　第 3回理事会
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新潟県電気工事工業組合青年部　令和３年度　役職名簿

青年部役職 氏　名 所属支部 事業所名

会　 長 荻　荘　陽　一 新　潟 ㈱荻荘電機

副 会 長 本　間　隼　人 三　条 本間電機工業㈱

副 会 長 本　望　祐　太 新　津 ㈱八重電業社

会　 計 髙　野　裕　司 村　上 ㈲髙野電気商会

監　 事 戸　田　　　稔 柏　崎 戸田電気

監　 事 石　塚　　　充 上　越 ㈱東光クリエート

顧　 問 齊　藤　卓　也 長　岡 第四電設㈱

顧　 問 大　島　　　博 十日町 大島電気㈱

交流・情 報 委 員 長 坂　内　隆　徳 長　岡 ㈱良電社

交流・情報副委員長 田　辺　秀　矢 燕 田辺電気工事店

経営・技 術 委 員 長 石　川　和　史 佐　渡 協立電業㈱

経営・技術副委員長 横　山　潤　弥 魚　沼 ㈱コイデン

　今回は、新たな取組が 2 つあります。一つ目
は、出席については、希望により対面とオンラ
インを選択できるハイブリッド形式で、二つ目
は、事前に出席者に資料データを配付し、当日
は各々タブレット、ノート PC、スマホを利用
し、完全ペーパーレスとしたことです。
　理事会は、議長に戸田 稔氏（柏崎支部）を選
出し、以下の通り審議が行われました。

〔第 1号議案〕

令和2年度事業報告並びに収支決算承認について

　令和 2 年度事業報告並びに収支決算報告が行

われ、承認された。

〔第 2号議案〕

令和3年度事業計画（案）並びに収支予算（案）に

ついて

　令和 3 年度事業計画（案）並びに収支予算（案）
について説明が行われ、原案どおり承認された。

〔第 3号議案〕

役員改選について

　新会長に荻荘 陽一氏、副会長以下別掲のとお
り選任され、承認された。

　新潟県電気工事工業組合青年部の令和 3年度理事総会が 5月 31日電気工事会館他において新旧理事

31名、監事 2名、顧問 2名、事務局 2名の計 37名出席のもと開催されました。

県 青 年 部

令和 3年度理事総会
荻荘新会長を選任

― 青年部は仲間づくりの場、時代に即した活動で盛り上げよう ―
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大島博会長 荻荘陽一新会長 勉強会講師　齊藤卓也顧問

サプライズの卒業証書授与 集合写真

　以上で議案は全て終了し、本年度理事総会を
閉会しました。
　理事総会後には、全日電工連青年部協議会が
作成した最新の「提言書 2020」をテーマに、齊
藤卓也顧問を講師に勉強会が行われました。
　最後に、県青年部理事として約 15 年在籍し、
第 12 代会長（平成 27 年～ 29 年）を務めた星野

泰助顧問がこの理事総会をもって県青年部をご
退任されるということで、東北ブロック青年部
やOBを巻き込み、皆で極秘に準備を進めた盛
大なサプライズ卒業式も執り行われました。
　今年度は、県青年部創立 40 周年を迎え、
ニューノーマル時代に対応した記念事業を実施

すべく、実行委員会が始動します。
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　引込線事業委員会主催の新入社員さんを対象

とした、「危険予知訓練」、「引込線訓練（昇降柱

訓練・基礎訓練）」を下記のとおり開催いたしま

した。

危険予知訓練

　5 月 26 日、27 日、28 日の 3 日間、受講生総

勢 62 名、講師、コーディネーター総勢 14 名に

より、「危険予知訓練」を電気工事会館で開催し

ました。

　作業の中の危険要因を見落とさず、それら危

険要因の優先度、重篤性を見極め、具体的で実

効性のある対策を導き出す能力を高めることを

目的に、イラストシートを使って問題解決のた

めの 4 つの段階を経て、最終的にチーム行動目

標につなげる基礎 4 ラウンド法を習得いただき

ました。

　今回、試験的に一部の支部会場をオンライン

でつなぎ実施してみましたが、受講生参加型の

訓練・研修として様々な課題も見えてきました。

 　 　 　

昇降柱訓練

　6 月 16 日、17 日の 2 日間、電柱の昇り降りが

未経験の方など受講生総勢 55 名、インストラク

ター総勢 20 名により、「電柱からの墜落」、「感

電」等の労働災害の無い、安全な昇降柱ができ

ることを目的とした「昇降柱訓練」を新潟支部

訓練施設で開催しました。

　訓練前にフルハーネス型墜落制止用器具、ラ

ンヤードを装着したインストラクターによる模

範演技が行われ、とくに「ナス環は目と手と指

差し呼称で確認すること」との指導がありまし

た。

基礎訓練

　昇降柱訓練に続き、6 月 21 日～ 24 日の 4 日

間、昇降柱は経験したものの、引込線作業は未

経験の方など受講生総勢 39 名、インストラク

ター総勢 26 名により、柱上での「低圧線防護」、

「引込線取付け」等の作業を重点とした「基礎訓

練」を電気工事会館（座学）、新潟支部訓練施設

（実技）で開催しました。

　前半の座学では、引込線事業委員会、原田委

員長より平成 29 年 4 月の宮城県工組の墜落災

害と、今年 2 月の東北電力ネットワーク株式会

引込線事業委員会「危険予知訓練」、「引込線訓練」を開催
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社社員の墜落災害を例に、「安全帯ロープのナ

ス環フックは目と手と指差し呼称で確認する、

補助ロープを併用するというこうとは、以前よ

り基本ルールで明確に定められている。来年 1

月より、フルハーネス型墜落制止用器具の着用

が義務付けられるが、フルハーネスを装着して

いるからといって墜落しないということではな

い。このようなことからも基本ルールを愚直に

守り、決められた手順通りに作業することが怪

我の無い安全作業につながる。今回の訓練にお

いても、インストラクターの指示に従い、基本

どおりの作業を身につけていただきたい。」との

挨拶を頂きました。

　後半の実技訓練では、「防護シートの取り付

け」、「DV 引込線の新設」、「油圧圧縮工具の取

り扱い」を習得していただきました。

　ＤＶ引込線新設工事で、最初は昇降柱動作も

おぼつかない受講生も、午後には低圧線の位置

まで昇柱し、柱上作業台の取り付け、低圧線防

護ののち引込線の張上げを終えるまでにステッ

プアップされました。

　最後に「昇降柱訓練」「基礎訓練」とも、天候

に恵まれ、受講生、関係者ともに無事故、無災

害で訓練を終了することができました。訓練で

得た知識・技能、そして安全な作業方法を日々

の業務に活かしていただき、職場の大きな力と

なるよう頑張ってください。皆さま方のご活躍

を期待しております。
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　令和 3 年 4 月 6 日（火）、デンカビッグスワンス
タジアムにおいて受講生 49 名で『令和 3 年度 新
規雇い入れ時安全衛生教育』が開催されました。
　当教育は、労働安全衛生法第 59 条・労働安全
衛生規則第 35 条では、事業主は新たに社員を雇
い入れた時に、その社員が従事する業務から発
生する労働災害や疾病を防止する為に安全また
は衛生を確保する為の教育を新人社員に行わな
ければならない教育です。本講習会では、各事
業主が新たに雇い入れた社員に対して行わなけ
ればならない教育を各事業主に代わり当工組が
行っております。
　新規雇入者安全衛生教育として午前の部は当
工組総務委員 品田史夫講師より「電気工事業と
してのみなさんの役割」について、「社会人とし
て、身に付けるべきこと」・「施工管理の業務内
容」等の内容について講義が行われ、午後の部
は当工組青年部顧問 齊藤卓也講師より「安全と
衛生のルール」について、「作業に対する心得」・

「メンタルヘルス」等の内容についての講義が行
われました。また、今年度は次期講師の養成を

踏まえ、5 名の次期講師陣がオブザーバーとし
て参加しました。
　受講感想文【受講を終えての感想】では、「少
し前にどう対応するのが最善であったか悩む場
面があったが、講師の話を聞いて、解決した」、

「今後、年を取っても、生涯無事故・無怪我を目
標に仕事を楽しみたいと思う」等の感想がみら
れました。
　また、【電気工事の仕事を選んだ理由】では、

「今後、無くならない仕事であると考えたので、
電気工事の仕事を選びました」、「学校で電気工
事の授業があり、作業をしていて楽しかった。
魅力を感じた」等の理由がみられました。
　最後に【今後の抱負】では、「無事故、無災害
で楽しく仕事をしていきたい」、「社会に役立つ
仕事をこれからも続けていきたい」等のこれか
らの電気工事業界を盛り上げていく人材の心強
い抱負がありました。
　本講習会で学んだ事を今後の仕事等に活かし
ていただければ幸いです。

令和 3年度　新規雇い入れ時安全衛生教育

品田講師

齊藤講師 修了証授与式の模様

社会人としての挨拶
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　またカーブドッチ周辺は目の前に横たわる角
田山、広大なぶどう畑に囲まれた一帯に 4 軒の
ワイナリーにホテルやパン工房も営業し、県内
外から親しまれています。

　左党には越後線を利用して日本酒、ワインや
食事を楽しむコースや神社・仏閣を散策するな
ど自分に合った行きたい場所を選ぶ楽しみもあ
ります。「安・近・短」から密を気にしない、単
身・単独・簡単な「安・近・単」で一日を楽しん
では如何でしょ
うか？
　土日祝日のみ
運行で 1 日 4 便
が走っています。
　詳しくは燕支
部にお問い合わ
せください。

　今年になっても新型コロナウイルスの猛威は
増すばかりで、予断を許さない状態が続いてい
ます。
　各種会合や飲み会も中止で、お出かけも制限
され、いい加減ウンザリです。
　そこで、近くを散策してストレス解消にバス
で周遊のにしかん観光周遊ぐる～んバスを紹介
します。主には、巻駅― 上堰潟公園― カーブ
ドッチ―じょんのび館―いわむろや―だいろ
の湯―宝山酒造―弥彦神社―レガーロ―巻駅
と廻ります。1 回乗車 300 円ですが、500 円の 1
日フリーパスが乗り降り自由でお得です。

　弥彦神社は言わずと知れた越後一宮として古
くから信仰を集め、多くの参拝者が訪れます。

燕 支 部

コロナ禍でも「安・近・単」を楽しもう！
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　6 月 2 日、長岡支部では第 4回目となる廃電
線有効活用事業を実施いたしました。この事業
は平成 29 年に柏崎支部で行った事業を参考に
地域社会に貢献できる新たな取り組みとして、
令和 2 年 2 月に「長岡電気工事協同組合」及
び「（特非）希望の会福祉会　就労継続支援事業
B型　のぞみの家」、「新潟県立長岡工業高等学
校」の三団体による廃電線有効活用事業として
スタートいたしました。
　以前から障害者福祉施設での活動を支援する
取り組みを行っており、組合員事業所で不要
になったパソコンや周辺機器などを解体し基盤
などに含まれる希少金属を再利用するというも
のでしたが、パソコンの解体作業は難易度が高
く一部の人しか携われず、電線の皮むき作業は
比較的簡単で多くの人が携われる作業である事、
また、パソコンの数が少ない時期になどに出来
る作業としても非常に良い事、さらには電気工
事業界としても取り組みやすい事業である事か
ら新たに取り組む事といたしました。

　長岡支部としては無理をしないで継続できる
事業を目指しました。仕組みはとても簡単で、
6ヶ月毎に行っている保護具・防具の耐圧試験
の時に各組合員からレジ袋１袋程度の廃電線を
持参して貰うだけです。それでも用意した 4個
の大きな籠が毎回廃電線で一杯になり、施設か
らも大変喜んでいただいております。
　回収された電線を切断する作業は施設のス
タッフが行いますが、電線の運搬や計量並びに
電線の皮むき作業は障害者の方が行っています。
　また、耐圧試験時に回収する以外にも、当支
部の職業訓練校で実施している第二種及び第一
種電気工事士技能試験準備講習会で出された廃
電線と長岡工業高校の生徒が補習授業で使った
廃電線が寄附される仕組みも取り入れ、受講生
の方も気軽に社会貢献に参加できるように工夫
いたしました。
　今後も長く継続できる事業を目指しています。

長 岡 支 部

長岡支部廃電線有効活用事業
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　柏崎支部では令和 3年に入り 2つの事業を実

施致しました。

　2月の高校生との交流事業では柏崎工業高校

の電気・防災系コース 2年生 29 名を対象とし

た出前授業を行いました。電気工事の内容紹介

から始まり実技演習、意見交換会という内容で

した。生徒に電気工事現場をイメージしてもら

いやすいよう、今回は工事現場で実際に作業を

している状況写真をたくさん使い紹介を行いま

した。また、例年は第二種電気工事士の実技試

験問題と同等の実技演習を全生徒が行っていた

のですが、今年はすでに 9名が第二種電気工事

士を取得しているという状況もあり、その生徒

は第一種電気工事士の実技試験問題を行いまし

た。免状取得者が多いこともあり、慣れた手つ

きで工具を扱うことができる、配線・結線をす

ぐに理解できる生徒が多かったです。交流事業

は今回で 7回目でしたが、今後も生徒に電気工

事の面白さを伝えていきたいと思います。

　4月の保護具・防具の耐圧試験では、組合員

の安全確保のため、不良品を見落とすことが無

いよう、作業分担を決めて皆が責任をもって試

験を行いました。

　令和 3年度は役員の改選があり新役員体制で

の活動が始まりました。これからも柏崎支部青

年部は業界ＰＲ、組合活性化を考えながら各事

業に取り組んでいきますのでよろしくお願いし

ます。

柏崎支部青年部

活 動 報 告

交流事業　実技演習

交流事業　電気工事の紹介 令和 3年度総会　集合写真
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　依然として新型コロナウイルスが猛威を振る

い、世間では「第 4波」のピークを迎えており、

新潟県内においても、ここ上越においても感染

事例が続発し、まだまだ予断を許さない状況が

続いております。そんな中、上越でも年配の方々

からのワクチン接種が始まりました。上越では

このワクチン接種のやり方が、円滑でスムーズ

なシステムと話題を呼び全国ニュースでも取り

上げられる等、ほんの少し明るいニュースも出

てきております。

　2021 年度上越支部青年部では、主に SNS活

用による連絡事項・書面確認や決議、そして

ZOOM会議等を実施し、対面での役員会におい

ても少人数での開催を心がけております。しか

しながら、まだまだ思うような活動ができてい

ないのが現状ではありますが、昨年の 10 月に

地元の電気科高校生と、工事技術基礎授業とい

うテーマで我々青年部が技術講師を務めさせて

いただきました。こちらの授業は、第二種電気

工事士の実技試験やものづくりコンテストに対

応できる内容となっており、生徒たちと共に図

面を見ながら配線作業を見守り、最後の電球の

点灯まで指導をさせていただきました。生徒た

ちは慣れない手つきや戸惑いも多々ありました

が、そんな中でも質問をしてきてくれたり、何

度も挑戦したりと、とても積極的で圧倒される

場面もたくさんありました。最後の点灯時には、

生徒たちの笑顔がとても輝いており、そこから

電気工事に興味を持ってくれた生徒もいるほど

でした。我々青年部もこういった交流事業の重

み・大切さを改めて感じる事ができました。

　今後にむけて先生の方から、様々な事業の協

力依頼をされております。まだまだ予断を許

さぬコロナ禍ではありますが、先生との打合せ

やコロナ対策をしっかりと図り、生徒たちのサ

ポートをしていき、その中で電気の仕事に興味

をもってもらえ、我々業界の仲間を増やすため

の一助となるよう、青年部一丸となって活動し

ていきたいと思います。

上越支部青年部

未来ある若者との交流
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令和 3年度電気使用安全月間

一般家庭を主軸に電気使用安全に
関する啓発を展開！

　本年度も経済産業省主唱のもとで、電気使用

安全月間運動が 8 月 1 日～ 31 日の一ヶ月間に亘

り実施される。当月間運動は、電気使用の安全

に対する知識をひろく啓蒙・普及するために、

感電事故の多い夏場に全国各都道府県で実施さ

れるもので、昭和 56 年以来毎年 8 月に実施さ

れ、本年で 41 回目を迎える。

　本年度も「地域社会に視点をおいた電気使用

安全運動」を全面的に押し出し、電気保安の観

点から、各地域の実状に適し、かつ、一般家庭

の立場に立った活動が全国で展開される。

　また、8 年目となる感震装置・避雷器の取付

推進運動も併せて実施される。

　当工組でもこれに呼応して、ポスター、PR

リーフレット、チラシ、うちわ等の PR グッズ

を各支部に配布し、所期の目的達成のため各支

部の実状に適した活動を全県下で展開する予定

である。

目的

　一般家庭を主軸に電気使用安全に関する啓発

を行い、不良電気設備の改修を実施するととも

に、併せて電気工事を行う者の研修を行い、一

般用電気工作物の保安確保と電気災害の防止に

資することを目的とする。

実施項目
１． 地域社会に視点をおいた電気使用安

全に関する啓発指導
２．感震装置・避雷器の取り付け推進
３．不良電気設備の改修工事の実施

感震装置・避雷器取付推進運動実施中！
準備期間　令和 3 年 7 月 1 日～ 7 月 31 日

実施期間　令和 3 年 8 月 1 日～ 8 月 31 日 

４．電気設備の安全診断の実施
５．電気設備のリニューアルの推進
６．電気安全啓発キャラバン隊の実施
７．電気工事士に対する研修の実施
８．200ボルト化の普及推進
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組 合 員 の 変 更
令和 3 年 4 月～ 6 月組合受付分

支 部 事 業 所 変 更 箇 所 変　 更　 前 変　 更　 後

新 潟 阿部電気工事㈱ 代 表 者 阿 部 正 昭 込 山 豊 茂

㈱イーテクノ水戸 代 表 者 水 戸 勝 彦 水 戸 　 純

ダイダン㈱　新潟支店 代 表 者 麻 生 　 博 柏 木 春 彦

住 所 新潟市中央区万代2-4-3 新潟市中央区万代 2-3-6
新潟東京海上日動

ビルディング2・3階

Ｆ Ａ Ｘ 0 2 5 - 2 4 4 - 8 6 5 0 0 2 5 - 2 4 7 - 7 6 5 3

万泰商事㈱ 代 表 者 鈴 木 大 介 鈴 木 雄 大

村 上 ㈱村上エレテック 住 所 村上市下助渕2678-1 村 上 市 下 助 渕 1 4 8 3 - 5

新 発 田 ㈱五十嵐電気 代 表 者 五 十 嵐 　 良 　 夫 五 十 嵐 　 一 　 弘

新 津 松原電気㈱ 代 表 者 松 原 千 臣 松 原 徳 和

三 条 片桐電気商会 代 表 者 片 桐 伍 郎 片 桐 弘 一

髙山電気㈱ 住 所 〒959-1109 〒959-1153
三 条 市 蔵 内 1 1 7 0 三 条 市 新 堀 1 5 8 5 - 7

燕 ㈱山野電気工事 商 号 山 野 電 気 工 事 ㈱ 山 野 電 気 工 事

小 千 谷 引込線工事㈱ 代 表 者 飯 田 和 弘 山 本 　 進

上 越 ㈲タキデンワークス 代 表 者 滝 沢 幸 一 滝 沢 博 貴

㈱山本電気 代 表 者 山 本 一 久 山 本 一 博

魚 沼 ㈱セーフティシステム 代 表 者 富 山 久 夫 梅 田 隆 夫

組 合 員 の 異 動
令和 3 年 4 月～ 6 月理事会承認分

日　 付 支　部

R3．5．10 新 規 魚 沼 ㈲ リカノテック
〒 949-6431　
南魚沼市樺野沢 225-2
代表者　林　和典

TEL　025-782-4424
FAX　025-782-4424

R3．6．22 新 規 新 津 ㈱ ＭＫ電設
〒 956-0861　
新潟市秋葉区北上 1-22-22
代表者　宮崎　裕輔

TEL　0250-27-2529
FAX　0250-27-2597

令和 3 年 4 月～ 6 月理事会報告分

日　 付 支　部

R3．5．10 脱 退 燕 ㈱ 小林電気

R4．3．31 脱 退 新 潟 ㈲ ケーユーテック
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　受付期間（電子申請） 受付期間（電子申請）
　  令和3年 7月13日（火）～ 7月30日（金） 　  令和3年 8月17日（火）～ 9月 3日（金）

　受付期間（書面申請） 受付期間（書面申請）
　  令和3年 7月16日（金）～ 8月 2日（月） 　  令和3年 8月20日（金）～ 9月 6日（月）

　試験種類 　試験種類

甲種特類・甲種第1～5類
乙種第1～7類

　受験地 　受験地
　  新潟市・長岡市・上越市・三条市   新潟市・長岡市・上越市

　

危険物取扱者試験・消防設備士試験日程

　　　　　　※受験願書、免状の書換え申請書は、当センター支部及び県内の消防署で配付しています。

令和3年　９月　5日(日)

　危険物取扱者試験 消防設備士試験

甲種・乙種第1～6類・丙種

　　　　　　※年間の日程等については、上記にお問い合わせください。

（一財）消防試験研究センター　新潟県支部
〒950-0965　新潟市中央区新光町10-3　技術士センタービルⅡ7階703号

　　　　　　　ＴＥＬ　025-285-7774　ＦＡＸ　025-211-7011  　https://www.shoubo-shiken.or.jp

令和3年１０月１0日(日)
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　当工組では、令和元年度から支部にてコンプライアンス研修会を開催して
おります。内容は、電気工事業を営む上で欠かせない事項ばかりです。
　その中からピックアップしてご紹介してまいりますので、チェックしてみてください！

営業所ごとに、法に定める器具の備付けはできていますか？

ありがちな勘違いと違反項目
　「営業所ごとに備え付けるべき計測器などが紛失している」のは、備え付けの義務違反です。
　電気工事が適正に行われたかを検査するために、以下の器具を備える必要がありますので、
ご確認ください。

電気工事の種類 備付けなければならない器具

一般用電気工事のみ行う営業所 ⑴ 絶縁抵抗計　　　　⑵ 接地抵抗計
⑶ 抵抗及び交流電圧を測定できる回路計

自家用電気工事を行う営業所 上記 ⑴ ～⑶ に加え、
⑷ 低圧検電器　　　　⑸ 高圧検電器
⑹ 継電器試験装置　　⑺ 絶縁耐力試験装置

※  ⑹ ・⑺ は必要な時に使用できる措置
　（借りる等）が講じられて入ればよい。

電気工事業コンプラmini 講座④
知らないうちに

違反しているかも？

え !? これも
違反だったの？

コンプラ講座シリーズ
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  組合イントラネット（サイボウズ）ご利用のご案内  
新潟県電気工事工業組合では、組合イントラネット（サイボウズ）を通じ、

組合員・青年部会員の皆様に、組合や行政・関係団体からの様々な情報を発信しています。

まだ、ご利用されていない組合員・青年部会員の方は是非ご利用ください。

組合イントラネット（サイボウズ）へのログイン方法は所属支部にお問い合わせください。

【組合イントラネット（サイボウズ）トップ画面】

・ メッセージや掲示板による組合員向け
の各種情報提供

・文書ファイルの共有
（ モデル就業規則、
　サイボウズ操作マニュアル等）
・スケジュール管理、共有　等

サイボウズの機能

小　名　堅一郎
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お問い合せ先 低圧進相コンデンサ市場対応WG加盟会社【販売会社】
■（株）指月電機製作所 0798-74-3704
■中国電機製造（株） 050-5524-1356
■東芝ライテック（株） 046-862-2038
【東京芝浦電気（株）・東芝電材（株）】

■ニチコン（株）【日本コンデンサ工業（株）】 077-563-1181
■日新電機（株） 075-864-8397
■日本ケミコン（株） 03-5436-7727
【マルコン電子（株）・東京電器（株）・二井蓄電器（株）】

■パナソニック（株）【松下電器産業（株）】 0763-33-6333
■三菱電機（株） 03-5776-0266
　受付時間　9：00～17：00（土、日、祝日は除く）

昭和50年（1975年）以前に製造された低圧進相コンデンサは、経年劣化
により寿命領域にあり、場合によっては火災に至る危険性があります。
早急にご使用を停止し、お取替えをお願いします。
昭和50年（1975年）以前に製造された低圧進相コンデンサは、保安装置
が内蔵されておりません。

低圧進相コンデンサとは
低圧進相コンデンサは、工場のモータで
稼働する設備や店舗の業務用冷蔵庫等の
電気機器の力率を改善する目的で配電板
や配電盤に設置されています。

※商品の外観はメーカにより異なります。

低圧進相コンデンサでなぜ火災に
ご使用方法や周囲環境によっては、経年
劣化により、万一、絶縁破壊した場合には
金属容器または樹脂容器が破裂し火災に
至る危険性があります。

設置例

製造年

長年ご使用の「低圧進相コンデンサ」は
発火の危険性があります！

長年ご使用の「低圧進相コンデンサ」は
発火の危険性があります！

焼損した
コンデンサ

正常な
コンデンサ

※製造年はコンデンサ正面に貼られた銘板を確認下さい。
※お取外し、お取替えはお客様のご負担でお願いします。

※保安装置、保安機構内蔵のコンデンサであっても、長期ご使用に伴う経年劣化により
　危険な場合もあります。定期的な点検と計画的な更新をお願いします。
（日本電機工業会では低圧進相コンデンサの更新推奨時期は10年としています。）

03-3556-5884

工場･商店等で低圧200V～600Vの電力をご使用のお客さまへ工場･商店等で低圧200V～600Vの電力をご使用のお客さまへ工場･商店等で低圧200V～600Vの電力をご使用のお客さまへ
古い低圧進相コンデンサによる火災事故の未然防止としてご使用の停止とお取替えを
お願いしております。

事故例
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新潟県電気工事工業組合

『東京 2020
オリンピック  

聖火リレー』
撮影場所／柏崎市東本町通り
撮影日／令和 3年 6月 4日

【コメント】
　57 年ぶりとなる東京 2020 オリンピックの開催が、
このコロナ禍でいよいよ実現実を帯びてきたなかで、3月 26 日に福島県を出発した聖火リ
レーが、121 日間かけて全国各地を巡り、とうとう我が町、柏崎市にもやってきました。
　当日は残念なことに降りしきる雨の中でしたが、市内では 15 人のランナーがそれぞれの思
いを胸に聖火をリレーしました。聖火リレーコースの道路では、先導車やバス、スポンサー
の PR用大型車など、華やかな雰囲気でパレードを見ているようでした。
　今回、当工事店前の道路が聖火リレーのコースとなり、沿道では社員が総出で応援しまし
た。東京 2020 オリンピック大会の成功を、心より願って止みません。

撮影者／新潟県電気工事工業組合　柏崎支部　丸万電機株式会社　関　雅生　氏
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